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ルc由来であり、 B環に n・プロビル基を持つポルフイリンはクロロフィル cなどのジビ、ニルクロロフィルが
起源となり得ることが示唆された。また 8位と 17位に側鎖を欠くノルポルフィリンはクロロフィル cが起
源物質であり、 B環にベンゼン環を持つベンゾポルフィリンはクロロフィル cまたはパクテリオクロロフィ
ルc，dを起源とすることも指摘された。
審査の結果の要旨
堆積岩などの地質学的試料から見出される化石分子は元の生体分子の構造を留めていないことが、化石分
子の分析に基づいて古生物や古環境を推定する上で大きい課題となっている。地層ポルフィリンの起源クロ
ロフィルを解明することは、それが堆積した時代の光合成生物さらには当時の環境の情報を得る上で重要で
ある。本研究では、地層中から見出された特殊な構造を持つポルフイリンの起源クロロフィルを明らかにし
ている。この研究の遂行においては、新たな地層反応のモデル実験の手法を叡り入れているほか、基質とし
て用いるために合成例のないポルフイリンの合成も行っており、研究手法の点でも本研究は優れていると評
価できる。以上の観点から、本研究は、地球環境変動の解析法の発展に大きく寄与したと見なせる。
平成 24年2月7目、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定されたD
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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